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　20年という月日は私にとって長いようで短く、想像よ
りもはるかに残酷で儚

はかな

いものでした。何度も自分を見失
い、明日が来なければいいと願うばかりの毎日でしたが、
私の周りは強く温かい人たちであふれていました。もらっ
た言葉はいつだって私を抱きしめ、深

しんえん

淵から救い上げて
くれました。大嫌いな自分に希望を持てるようになり、
信じてみたいと思えるようになりました。私は今幸せです。
未来を諦めなくてよかった。私には夢があります。私と
関わってくれた全ての人に今度は私から恩返しをするこ
と、そして、もらった恩を次の人に渡す恩送りをしてい
くことです。
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